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	推　薦　理　由

	口腔顎顔面再建学講座口腔外科学分野の准教授として、九州歯科大学生態機能学講座口腔内科学
分野講師の●●氏を推薦いたします。●●氏は口腔外科専門医や指導医の資格を有し、口腔外科
の診療を全般的に担える人材です。総合病院や医学部附属病院に勤務した経験からチーム医療の意
義や重要性について熟知しており、関連各科と連携しながらより良い医療を提供しようという意欲
に溢れております。また、顎矯正手術や腫瘍性病変の手術実績も豊富で相応の研鑽を積んでおりま
す。教育面では、九州歯科大学において臨床実習や4年生の系統講義（炎症性疾患や顎関節疾患）を
担当してきました。これまでにチュートリアル教育の経験もあることから、個々の学生の実情に合
わせて指導を行うことにより歯科医師国家試験合格率の向上にも貢献してくれるものと思います。
また、下顎骨再建術やインプラント治療に関する確固たる研究業績がございます。以上より歯学部
教授会で審議した結果、准教授の資質を有すると判断いたしましたので、●●氏を口腔顎顔面再建学講座口腔外科学分野の准教授としてここに推薦いたします。

	候補者の主たる研究分野

	１．下顎骨再建手術に関する研究
Evaluation of mandibular reconstruction with particulate cancellous bone marrow and
titanium mesh after mandibular resection due to tumor surgery.
Miyamoto I, et al. Implant Dent. 2014 23(2):108-15.
２．インプラント治療のための補綴前外科に関する研究
Alveolar ridge reconstruction with titanium mesh and autogenous particulate bone graft:
computed tomography-based evaluations of augmented bone quality and quantity.
Miyamoto I, et al. Clin Implant Dent Relat Res. 2012 14(2):304-11.

	参　考　事　項

	日本口腔外科学会認定 口腔外科専門医（第1732号）、指導医（第966号）
日本がん治療認定医機構がん治療認定医（歯科口腔外科 第13140021号）
●●氏は上記の資格を有しており、歯学部教育をはじめ、大学院の研究指導、口腔外科の診療の
職責を十分果たせるものと考えております。
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